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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 24,538 7.2 1,652 135.1 1,152 604.7 481 ―
22年3月期第3四半期 22,881 △8.1 702 △18.5 163 △66.5 △350 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 6.09 ―
22年3月期第3四半期 △4.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 50,171 26,774 52.5 333.12
22年3月期 50,585 26,803 52.4 334.83

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  26,348百万円 22年3月期  26,491百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
23年3月期 ― 4.00 ―
23年3月期 

（予想）
4.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 4.9 2,000 31.4 1,200 63.5 900 ― 11.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果とな
る可能性があります。  
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信[添付資料]２ページの「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]３ページの「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 84,137,261株 22年3月期  84,137,261株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  5,040,524株 22年3月期  5,018,455株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 79,108,341株 22年3月期3Q  79,201,771株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

〔機能性色素セグメント〕  

電子材料事業は、主力の事務機分野が、第１四半期までは堅調に推移していたものの、第２四半期以降、需

要の鈍化や円高、価格競争の激化が継続し、伸び悩みました。 

色素材料事業は、紙パルプ用・繊維用染料の一部に需要の鈍化が見られたものの、アルミ着色用・文具用染

料の好調が持続したことにより、堅調に推移いたしました。 

有機EL材料事業は、モバイル用ディスプレイ向けの需要が、引き続き増加傾向にあります。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、68億49百万円となりました。  

  

〔機能性樹脂セグメント〕 

樹脂材料事業は、ＰＴＧ（ウレタン原料）の第２四半期以降の需要回復に加え、アジア向け輸出が旺盛な接

着剤や、需要の回復が見られた剥離剤等の寄与により、全体では好調に推移いたしました。 

特殊化学品事業は、医薬品分野の需要に一服感が見られたものの、樹脂関連分野の好調が持続したことによ

り、堅調に推移いたしました。 

建築材料事業の材料販売は、ウレタン系防水材分野の緩やかな回復が見えてきたものの、依然厳しい価格競

争が続いており、伸び悩みました。 

また、防水・止水工事も、大型物件の減少や顧客の計画先送り等により、低迷いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、85億59百万円となりました。  

  

〔基礎化学品セグメント〕 

過酸化水素は、紙パルプ分野の顧客の生産調整が続いているものの、半導体向けを始めとした工業薬品分野

の需要の回復から、堅調に推移いたしました。 

また、過炭酸ソーダも、洗浄剤分野の需要が堅調に推移いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、63億21百万円となりました。  

  

〔アグロサイエンスセグメント〕 

アグロサイエンス事業は、家庭園芸用除草剤および殺虫剤に、需要回復の兆しが見られたものの、春先の天

候不順による不調と、低価格化指向に伴う原体使用量の減少が影響し、低迷いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、16億57百万円となりました。  

  

上記の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、 百万円となりました。また、損益面では、営業利

益 百万円、経常利益 百万円、四半期純利益 百万円となりました。  

  

（注）当第１四半期連結会計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との金額比較は記載

しておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末（12月末）における資産合計は、 百万円となり、前連結会計年度末比４億

13百万円の減少となりました。 

 資産の減少の主な要因は、受取手形及び売掛金が５億70百万円、固定資産が４億67百万円増加した一方で、現金

及び預金が６億91百万円、有価証券が６億20百万円減少したことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末比３億83百万円の減少となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が12億91

百万円、未払金が12億12百万円増加した一方で、短期・長期借入金が23億15百万円、未払法人税等・賞与引当金が

３億73百万円減少したことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末比で大きな増減はなく、29百万円の減少となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は52.5%となりました。   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の見通しにつきましては、世界経済は緩やかな回復傾向にあるものの、円高の継続や不透明な欧米経済など

厳しい状況が予測されます。当社におきましても、主力の電子材料事業の伸びの鈍化など、予断を許さない状況に

あります。  

 このような状況を踏まえ、通期の業績予想に関しましては、変更いたしません。  

 なお、当社の業況に及ぼす影響が明らかとなった時点で、適時開示基準に則り開示いたします。    

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

245億38

16億52 11億52 4億81

501億71
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（ご参考）  

 第１四半期連結会計期間より、株式会社ホドカ（現：保土谷テクノサービス株式会社）は、ポンプ事業の譲渡に

より重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。また、第２四半期連結会計期間より、大韓民国

SFC Co.,Ltd.株式の33.8%を取得したため、持分法適用の範囲に含めております。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理   

   ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   ② たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た

な卸高を基礎として、合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

   ③ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

 前連結会計年度末以降に、経営環境等の著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況について前

連結会計年度末から大幅な変動がないと認められるため、前連結会計年度末の検討において使用した、将来の業

績予測やタックスプランニングを利用する方法によっております。 

   ④ 連結会社相互間の債権債務及び取引高の相殺消去 

 (連結会社相互間の債権と債務の相殺消去) 

 当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲で当該差異の調整を行わないで債権と債務

を相殺消去しております。 

   (連結会社相互間の取引の相殺消去)  

 取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときは、収益側の金額に合わせる方法により相殺消去

しております。 

  

    特有の会計処理 

   (税金費用の計算) 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更  

  ① 企業結合に関する会計基準等の適用 

 第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業

会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  ② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

  なお、この会計処理の変更による影響はありません。 

  

２．その他の情報

保土谷化学工業㈱（4112）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

－　3　－



 表示方法の変更 

 (四半期連結損益計算書関係)  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,432 6,123

受取手形及び売掛金 11,411 10,840

有価証券 1,900 2,520

商品及び製品 3,205 3,356

仕掛品 69 88

原材料及び貯蔵品 1,003 890

繰延税金資産 276 279

その他 349 434

貸倒引当金 △21 △26

流動資産合計 23,625 24,506

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,752 5,823

土地 11,179 11,179

その他（純額） 2,717 2,223

有形固定資産合計 19,649 19,225

無形固定資産   

のれん 594 794

その他 522 601

無形固定資産合計 1,116 1,395

投資その他の資産   

投資有価証券 4,310 3,464

長期貸付金 2 2

繰延税金資産 0 0

その他 1,642 2,563

貸倒引当金 △175 △574

投資その他の資産合計 5,780 5,457

固定資産合計 26,545 26,078

資産合計 50,171 50,585
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,597 4,306

短期借入金 5,604 6,675

未払法人税等 144 326

引当金 293 503

その他 2,616 1,458

流動負債合計 14,256 13,270

固定負債   

長期借入金 4,732 5,976

引当金 365 427

繰延税金負債 1,810 1,784

再評価に係る繰延税金負債 1,632 1,632

その他 600 690

固定負債合計 9,141 10,511

負債合計 23,397 23,781

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,196 11,196

資本剰余金 9,590 9,590

利益剰余金 4,851 5,044

自己株式 △1,695 △1,688

株主資本合計 23,943 24,143

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 77 13

繰延ヘッジ損益 △16 △21

土地再評価差額金 2,378 2,378

為替換算調整勘定 △34 △22

評価・換算差額等合計 2,405 2,347

新株予約権 41 41

少数株主持分 383 270

純資産合計 26,774 26,803

負債純資産合計 50,171 50,585
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 22,881 24,538

売上原価 16,470 16,970

売上総利益 6,411 7,567

販売費及び一般管理費 5,708 5,915

営業利益 702 1,652

営業外収益   

受取利息 7 9

受取配当金 59 67

固定資産賃貸料 53 51

持分法による投資利益 10 5

雑収入 102 78

営業外収益合計 232 212

営業外費用   

支払利息 209 170

退職給付費用 230 230

雑損失 331 311

営業外費用合計 772 712

経常利益 163 1,152

特別利益   

固定資産売却益 4 7

貸倒引当金戻入額 － 58

投資有価証券売却益 － 7

特別利益合計 4 73

特別損失   

固定資産除却損 77 33

投資有価証券評価損 110 448

ゴルフ会員権評価損 1 0

一時帰休損失 104 －

その他 0 －

特別損失合計 293 481

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△125 744

法人税等 257 301

少数株主損益調整前四半期純利益 － 442

少数株主損失（△） △32 △39

四半期純利益又は四半期純損失（△） △350 481
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△125 744

減価償却費 1,091 1,031

のれん償却額 251 256

引当金の増減額（△は減少） 84 60

受取利息及び受取配当金 △66 △77

支払利息 209 170

持分法による投資損益（△は益） △10 △5

有形固定資産売却損益（△は益） △4 △7

固定資産除却損 10 12

投資有価証券評価損益（△は益） 110 448

投資有価証券売却損益（△は益） － △7

売上債権の増減額（△は増加） △925 △649

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,286 50

仕入債務の増減額（△は減少） 971 1,378

その他の資産・負債の増減額 339 357

未払消費税等の増減額（△は減少） 150 △202

その他 30 27

小計 3,406 3,588

利息及び配当金の受取額 79 92

利息の支払額 △209 △173

法人税等の支払額 △508 △480

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,767 3,026

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △429 △597

有形及び無形固定資産の売却による収入 26 7

投資有価証券の取得による支出 △96 △65

関係会社株式の取得による支出 － △924

投資有価証券の売却による収入 － 17

関係会社の減資による収入 － 60

貸付けによる支出 △1 △1

貸付金の回収による収入 1 0

事業譲受による支出 △199 △256

その他 16 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △681 △1,752
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △46 △363

長期借入れによる収入 1,900 －

長期借入金の返済による支出 △1,293 △1,951

配当金の支払額 △339 △314

少数株主からの払込みによる収入 － 160

少数株主への配当金の支払額 △1 △7

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △18 △7

リース債務の返済による支出 △2 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 197 △2,493

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,281 △1,233

現金及び現金同等物の期首残高 6,976 8,642

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △78

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,258 7,331
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 該当事項はありません。  

  

  

  
(事業の種類別セグメント情報)  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

(注１) 事業の区分は社内管理上使用している区分によっております。 

(注２) 各区分の主な製品 

(1)精密化学品・・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、各種中間体、 

各種染料、農薬原体・製剤等 

(2)機能性樹脂・・・・・・ＰＴＧ(ウレタン原料)、ウレタン系及びセメント系各種建築土木用材料等 

(3)基礎化学品・・・・・・過酸化水素、一般化学工業基礎原料等 

(4)その他・・・・・・・・建設業、倉庫業及び貨物運送取扱業、研究受託業務等 

  

（所在地別セグメント情報） 

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を 

省略しております。 

  

（海外売上高） 

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

(注１) 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

(注２) 国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

(注３) 各区分に属する主な国又は地域 

(１) 東南アジア・・・・・・・・・・・・中国、韓国、台湾、その他 

(２) 北アメリカ・・・・・・・・・・・・アメリカ、カナダ  

(３) ヨーロッパ・・・・・・・・・・・・ドイツ、オランダ、その他  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
精密 
化学品 
(百万円) 

機能性 
樹脂 

(百万円) 

基礎 
化学品 
(百万円) 

  
その他 
(百万円) 

  

計 
(百万円) 

消去又は全
社 

(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高               

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

8,827 6,388 6,281 1,384 22,881 ― 22,881

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

0 ― ― 570 570 (570) ―

計 8,827 6,388 6,281 1,954 23,451 (570) 22,881

営業利益又は営業損失(△) △168 280 467 123 702 0 702

  東南アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 851 1,056 993 12 2,914

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― ― 22,881

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

3.7 4.6 4.3 0.1 12.7
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（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要 

当期より、当社の報告セグメントは、「機能性色素」、「機能性樹脂」、「基礎化学品」、「アグロサイ

エンス」としております。 

  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）    (単位：百万円) 

 (注１）各セグメントの主な製品  

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機ＥＬ材料、各種染料等 

(2)機能性樹脂・・・・・ＰＴＧ（ウレタン原料）、ウレタン系及びセメント系各種建築土木用

材料、一般化学工業用基礎原料等 

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素等 

(4)アグロサイエンス・・農薬原体・製剤等   

 (注２）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、倉庫業及び貨物運送取扱業、研究受 

託業務等を含んでおります。  

       

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。    

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。  

  

  

  

該当事項はありません。  

  

  
  

報告セグメント 
その他
  

合計 
  

調整額 
  

四半期連結
損益計算書
計上額 

  機能性色素 機能性樹脂 基礎化学品
アグロ 

サイエンス
計 

売上高    

(1)外部顧客に対

する売上高 
 6,849  8,559  6,321  1,657  23,387  1,151  24,538 ―  24,538

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 0  40  0 ―  41  518  559  (559) ― 

計  6,849  8,600  6,321  1,657  23,428  1,669  25,098  (559)  24,538

セグメント利益

又はセグメント

損失(△) 

 390  592  534  △114  1,403  252  1,655  (3)  1,652

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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